京大広報 No. 236 by 京都大学広報委員会
Title京大広報 No. 236
Author(s)












部局長の交替… ・… ・・・…一… … …… ・・ 244





















































































京大広幸日 1982. 6. 1 
2) 光独立栄養培養細胞の特性と利用一元来植
物は炭酸ガスを固定し，光独立栄養的に生育し
ている。この炭酸固定は葉緑体細胞内小務官が
分化した光合成活性の特性をもっ培養細胞で
可能である。この緑色細胞は光合成の基礎的研
究，細胞内小器官分化の理論的研究対象となっ
ている。
3) 特性ある培養細胞からのプロトプラスト作成
と融合一有用物質高生産細胞聞の融合による
種々の特性を有する新有用物質産生細胞を作出
し，これにより物質生産ならびに植物品種改良
への展開を継続研究中である。
4) 培養細胞における電気化学的な技術の導入一
電気的刺戟によりプロトプラスト融合を行な
い，この融合法による確実な融合細胞を獲得す
る技術開発と基礎的研究を行なっている。また
細胞の電気化学的キャラクタリゼーションとそ
の生理的意義について研究を進めている。
5) 細胞培養法による作物の品種改良一特に耐
塩性の禾穀類細胞を選
抜し，この細胞から植
物体を再生させてい
る。また制限アミノ酸
であるリジンを高含註
含む禾穀類細胞を選抜
し，その選抜細胞より
の個体再生を進めてい
る。さらに選抜細胞の
遺伝的特性がどのよう
に再生植物個体で発現
するかの基礎的な研究
を行なっている。
[!C!] 
後藤光治（本学名誉教授 ・医学博士）
5月13日逝去， 81歳。本学医学部卒。昭和22年本学医
学部教授就任， 同38年退官。その間医学部附属病院長
（昭和32年～36年〉を併任。昭和46年勲二等瑞宝章受
章。専門は耳鼻咽喉科学。
＠ . 
異種プロトプラストの融合
当面の急務は，農学部農芸化学科と密接に連係
し，また関連研究室の協力を得て， 上述のような
研究課題を達成し，さらに学生，大学院学生など
を教育 ・実験指導により若手研究者として養成す
ることであるが，長期的には広く多細胞生産系か
ら微生物系までを包含した新しい生物生産方式の
確立のための基礎的研究の展開をめざしている。
（農学部）
培養細胞よりの植物個体再生
稲田 務（本学名主主教授 ・医学博士）
5月15日逝去， 78歳。本学医学部卒。昭和25年本学医
学部教授就任，同42年退官。昭和48年勲三等旭日中綬章
受章。専門は泌尿器科学。
青柳安誠（本学名誉教授 ・医学博士）
5月24日逝去， 83歳。本学医学部卒。昭和13年本学医
学部教授就任，同37年退官。その間結核研究所長（昭和
24年～25年〉を併任。専門は胸部外科学。
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